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■3.16 「働き方改革」院内集会 

3月 16日、「働き方改革」一括法案の問題点を

考える院内集会を行います。野党議員の方々、長

時間労働に苦しまれた当事者の方々などにご発言

をいただきながら、改めて、裁量労働制拡大、高プロ

制導入を含めた一括法案の問題点を考える集会と

したいと思います。 

一括法案のうち裁量労働制拡大は、今国会への

提出は見送られることになりましたが、安倍政権は、

新たな実態調査を行った上で労政審での審議をや

り直し、来年以降に再提出するとしています。また、

高プロ制の導入について、安倍首相は、3月 1日の

参議院予算委員会において、予定どおり一括法案

として今国会に提出する旨表明しています 

これらの法案についてもう一度、労働者の声を国

会に届けるため、「＃0316 働き方」を使って呼びか

け、お集まりください！ 

 

   ［発信元］     日本労働弁護団 
〒101-0062 千代田区神田駿河台 3-2-11 連合会館 4階 

TEL: 03-3251-5363  FAX: 03-3258-6790 

■3.3 雇止め・無期転換、全国一斉ホッ

トライン実施 

日本労働弁護団では、3月 3日、「全国一斉雇

止め・無期転換無料電話相談」（全国一斉ホット

ライン）を実施しました。全国 23 か所で弁護団所

属の弁護士が、雇止めの不安を抱える有期雇用契

約で働く労働者を含めた、様々な労働相談に応じ

ました。 

東京では、「有期雇用で何年も働いてきたのに、

突然、会社から『今年の 3 月末で雇止め。半年間

後にまた雇う』と通告された。どのように対応したらい

いか」などという、労働者の無期転換権行使を阻止

しようとする会社の動きに対する相談が、複数ありま

した。また、東京だけでなく、全国各地のホットライン

においても、同様の相談を受けました。 

 今後も、無期転換権行使に関するトラブルは、多

数発生することと思われます。私たち労働弁護団は

力を合わせて対応しますので、周りにお困りの方がい

らっしゃったら、ぜひ「労働相談ホットライン」（東京は

03-3251-5363）を用いてご相談ください！
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